
♦医療・生命♦ 電気化学で迅速・簡便・高感度に糖尿病を診断して自己

管理する

１型糖尿病患者は，血糖レベルをコントロールするホルモンであるインスリンの血中濃度が健常人よ
りはるかに低いことが知られている。したがって糖尿病の診断・自己管理のためのインスリンセン
サーの開発は高感度化が重要なポイントとなる。本研究では，抗インスリン抗体とグルコース酸化酵
素を結合したものに，インスリンを反応させ，未反応の抗体をインスリン固定化基板上に回収した。
グルコース酸化酵素の活性を電気化学的に測定することにより，従来法の約1000倍の高感度化が達成
され，pM（ピコモル：1兆分の1モル）レベルのインスリンの測定が可能となった。
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